


貸 借 対 照 表

保有する資産と、その資産がどのような財
源で形成されているかを表します。

資産 ２，９５２億円 負債 ９４３億円

《内訳》

公共資産 ２，６５２億円

純資産 ２，００９億円

投資等 ２３７億円

流動資産 ６３億円

合計 ２，９５２億円 合計 ２，９５２億円

　※うち歳計現金１８億円
純資産＝資産－負債

　借入金（地方債）や職員
の退職金等、将来の世代
が負担する額。

　これまでの世代が既に
負担してきた額。

　道路、施設、基金等、将
来世代に引き継ぐもの。

　（道路、学校、公園等）

　（基金、出資金等）

　（現金、財政調整基金等）

資金収支計算書

一年間の行政活動を資金（現金）の流れか
らみたものです。

２１億円

当年度歳計現金増減額

経常的収支 １０９億円

公共資産整備収支 △２０億円

投資・財務的収支 △９２億円

１８億円

期首（平成２６年度末）歳計現金残高

　（以下の２つに分類されない経費とその財源）

　（資産形成に係る収支）

　（貸付金や出資金などの支出とその財源）

期末（平成２７年度末）歳計現金残高

行政コスト計算書

一年間に提供された資産形成に結びつかない行
政サービスに係る費用と、その財源を表します。

人にかかるコスト ８５億円

物にかかるコスト １９０億円

移転支出的なコスト ３８７億円

その他のコスト １１億円

２２億円

６５１億円

経常行政コスト

純経常行政コスト

　（職員の給与、退職手当等）

　（物品購入、光熱水費、減価償却費等）

　（生活保護費等の社会保障給付費、補助金等）

　（地方債の利子等）

経常収益

 （施設使用料等の行政サービスに対する受益者負担）

純資産変動計算書

貸借対照表の純資産が、一年間にどのように増
減（変動）したかを表します。

１，９７８億円

当期変動額

純経常行政コスト △６５１億円

一般財源・補助金等受入 ６８２億円

その他 ０億円

２，００９億円

期首（平成２６年度末）純資産残高

期末（平成２７年度末）純資産残高

上記『貸借対照表』の数値を、弘前市の人口で割ることで、市民一人当たりの額を算出すること
ができます。

市民一人当たりの資産 負債
（平成２８年４月１日現在 弘前市住民基本台帳人口 １７５，５４５人）



貸 借 対 照 表

資産 ４，１５１億円 負債 １，９７３億円

《内訳》 純資産 ２，１７８億円

公共資産 ３，８９３億円

投資等 １２１億円

流動資産 １３７億円

合計 ４，１５１億円 合計 ４，１５１億円

※うち歳計現金１１３億円

　これまでの世代が既に
負担してきた額。

　道路、施設、基金等、将
来世代に引き継ぐもの。

　借入金（地方債）や職員
の退職金等、将来の世代
が負担する額。

純資産＝資産－負債

資金収支計算書

１１２億円

７億円

当年度歳計現金増減額

経常的収支 １４９億円

公共資産整備収支 △２１億円

投資・財務的収支 △１３４億円

１１３億円

期首（平成２６年度末）資金残高

期末（平成２７年度末）資金残高

翌年度繰上充用金増減額

行政コスト計算書

人にかかるコスト １４０億円

物にかかるコスト ３０１億円

移転支出的なコスト ８８１億円

その他のコスト ３８億円

４８２億円

８７８億円

経常行政コスト

純経常行政コスト

経常収益

 （施設使用料等の行政サービスに対する受益者負担）

純資産変動計算書

２，１４１億円

当期変動額

純経常行政コスト △８７８億円

一般財源・補助金等受入 ９２０億円

その他 △５億円

２，１７８億円

期首（平成２６年度末）純資産残高

期末（平成２７年度末）純資産残高

下記の会計・団体を対象とし、連結財務４表を作成しました。

弘前市

◎普通会計

◎公営事業会計
・国民健康保険特別
会計
・後期高齢者医療特
別会計
・介護保険特別会計

◎公営企業会計
・水道事業会計
・下水道事業会計
・病院事業会計
・岩木観光施設事業
特別会計

◎一部事務組合・広域連合
・津軽広域連合
・弘前地区環境整備事務

組合
・弘前地区消防事務組合
・津軽広域水道企業団
・青森県後期高齢者医療
広域連合
・青森県市町村総合事務

組合

◎弘前市土地開発公社

◎第三セクター
・（一財）みどりの協会
・（一財）岩木振興公社
・（一財）星と森のロマント

ピアそうま

連 結 対 象

市民一人当たりの資産 負債
（平成２８年４月１日現在 弘前市住民基本台帳人口 １７５，５４５人）


